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資料 郡上蔵版 『西洋度量考』

日本計量史学会

編　集　部　会

　【解　題】

1 ．解題担 当者の まえがき

　 こ の 原典紹介 と解題 は、元 来、某会員が 担 当

を申 し出て 、岩 田重雄会員 （現在 ・顧 問、前 ・

学会長）提供 の 原典 コ ピー
と参考資料 とに よる

作業を開始 し、遠か らず本誌 に発表す る予定に

な っ て い た もの で あ る 。 その 間 、 岐阜県郡上郡

の 郷土史家 ・杉 田安己 氏 か ら学会長 あて 同原 典

の 紹介を望む 声が寄せ られた の で 、会長 は
、 作

業進行 中の 旨を 回答 し、併せ て伝記資料の ご提

供 1）を願 い 紹介内容 の 充実を図 っ た 。 たま た ま

平行 して 橋本萬平会員か ら関連論文 2 篇
2）・3）の

投稿が あ り、原典紹介 へ の 期待は い っ そ う高 ま

っ た感 が あっ た 。

　 しか し遺憾なが ら 、 そ の 後、前記会員 に よ る

作業は 、別の 会員 の 支援 申 し出に もか かわ らず

停滞 し、早期完成は 困難 と 目 され るに至 っ た の

で 、 取 りあえず編集部会の 名 で紹介 と解題 の 責

を果 たす こ と とし た 。 事情ご 了解ねが う次第で

ある。

　こ れ らの 経緯 の 途上、郡 上 八幡教育委 員会 の

ご配 慮 に よ り同町 立 図書館か ら資料 コ ピー
の ご

提供 を受けた。同館 を は じめ とし て、こ の 原典

の 紹介と解題 に関 し協力い た だ い た各位 に、厚

くお 礼を 申 し述 べ る ．

2 ．原典に つ い て の従来の 主 な研究

　郡 上 版『西洋度量考』（青山幸哉撰）と並 ん で 、

『度量考』 （志筑忠雄稿 、馬場佐十郎補修）もし

ば しば 『西 洋度量考』と呼ばれ 、 郡上版 と並列

に 論 じ られ る こ とが多 い の で 、こ こ で 、両者 を

め ぐる従来 の 研 究 の 略史を述 べ て お く。

　 今 日 で も復刻 で確認で き る古い 書誌記載 と し

て 、大 槻如電 『新撰 洋学年表』 （1927／ 1963）4）

の 文化 9 年の 条 の 『西洋度量考』（馬場佐十 郎撰）

を挙げる こ とが で き る 。

　
一方 、閲読 は容易で ない が 、 Serrurier の 書

誌 に、郡上版『西洋度量考』（1855）に該 当す る（フ

ラ ン ス 語の ）記 載が ある とい う
5）
。

　 日本物理 学史研究 の分野 で は 、矢 島祐利が 「度

量考」（1812 ・＝文化 9 年）と郡 上版 『西洋度量 考』

（1855＝ 安政 2 年）を紹介 し論評 した （1942）6）
。 研

究 成果 の 全貌 は総合 文献
7）
に 採録 され て い る

（1964）。

　
一

方、帝国学士 院 （現、日本学士 院）が 1941 年

に開始 し た明治前 日本科学史編纂事業の
一

環 と

して 、天 野清は 日本 度量衡 史を研 究 し、成果 を

　「科学史研究」 と 「計量界」 に分載し たが 、没

後 こ れ ら成果 の 過 半が総合文献 8）
に採録 された

際 （1964）、追加節の 形 で初公 開 され た遺稿 「西洋

の 度量衡 の 研究 と こ れ に原因す るわ が 国度量衡

の 研 究」の 中に 馬場 『西洋度量考』 （1812 ＝ 文化

9 年）お よび青 山 『西 洋度量考』 （1855 ； 安政 2

年〉を挙 げて い た ことが明 らか に され た。

　後 の 1966年 、 蘭学時代 の メ
ー

トル 法 を考察 し

て、今井篠 は 『度量 考』（志筑稿、馬場補修）の

一
写本 （天理 図書館藏）の 付録 に 「西儀十郎 の 訳

定 」 と し て 記載 され た江戸説 の メ
ー

トル 系数値
が 『海上砲術全書』の 凡例所 載の 数値 に合 うこ

とを注 意 した
9）

。

　更に 1979 年、近世の 洋学 と海外交渉に 関す る

共 同研 究で、大森実は志筑 『度量 考』に関する

現 存史料 5 点 を点検 し、その 精査 の 結果 を詳述

し た
5）
が 、叙述 の 前段 で は、青山 『西 洋度 量考』
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お よび宇 田川 榕庵 『西 洋度量考』に も触れ て い

る。

　最近 （1998〜2000）、橋本萬平は 、私蔵 史料群

を活用 した 「西洋度量衡 の 受容」研 究に お い て、

志筑 『度量 考』 の も う
一

っ （い わば第 6） の 史

料 も を含めた 比較 を進 め、各史料の 系列 と背景

に つ い て 、大森
5）へ の 批判 も含めた考察を展開

し
2）、また青山 『西 洋度 量考』に触れ そ の 背景

を 考察 し た
3）

。

　なお 、近年 の 総合文献 と し て 『洋学史事典』

（1984 ）
1°）に 、「西 洋度 量考」および 「度量考」 の

2 項 （担当 二大森実）が あ り、上記 の 研究
5）・6）・η

の 総括 と主要文献の 列挙が なされ て い る 。

　加 え て、以 上の 古典 と類縁 の もの と し て 、次

の 2 文 献を吟味 し て お く。

　 （D 年表
4）の 天保 12 年の 条に 「遠西度秤量考尺

度 考 山路諧孝杉 田成卿合訳」が見 られ る 。 天野
8）

に 「山路 諧孝／杉 田成卿 「遠 西度 秤量考」天 保

12（1841）」とある の は、年表
4）の 「遠西度秤量考 尺

鵬 」を指す もの と考え られ る。ま た今井
9）
は 、次

の よ うに書 い た。

　 新撰洋学年表の 天 保 12 年 の 条に 「遠西度秤量

　 考 ・尺度考」（山路諧孝 ・杉 田成卿合訳）とい う

　 の がみ え て い る。 「遠西度秤量考 」とい うの は

　 全 くわ か らな か っ たが、 「尺度考」の 方は 《中

　 略》 2 写本が存在 し 《中略》そ れ は楳里 訳尺

　 度表 と海上砲術全書凡例尺 度抜抄か らな っ て

　 お り 《後略》

　 と こ ろ で 、今井が 「尺度考」2 写本で 見 た 《エ

ル 》 （当時 の オ ラ ン ダで の メ
ー トル の 称 呼）に対

応す る 日本の 尺 の 値は 、以 下 の とお り ：

　 楳里 訳 尺 度表で は 、
1 エ ル が 3 尺 2 寸 9 分 2

　 厘 、

　 海上砲 術全書凡例尺 度抜抄で は 、 1 エ ル が 3

　 尺 2 寸 8 分 9 厘 2 毛 4 糸 8 忽。

　 今井所見の 要 旨は次の とお り ：3 尺 2 寸 9 分 2

厘は 京都 の 念仏尺 に か か わ る値 で あ り、他方 の

3 尺 2 寸 8 分 9 厘 2 毛 4 糸 8 忽は伊能忠敬 の 「1

度 は 28里 2分」か ら算出 され た（余 りに も科学的

な？）値 で は ある が 、そ れ が 、江 戸説 とし て 『度

量考』（志筑 ・馬 場）の
一

写 本 （天 理図書館藏）

の 付 録 に 「西儀十 郎 の 訳定」 と して記載 され た

こ とは注 目に値する。

　＊ 解題者の 注 ： 3 尺 2 寸 8 分 9 厘 2 毛 4 糸 8

　　忽 の 件 は、青山 「西洋度量衡 」の 「ゑ る」 の

　　項に も見 られる。

　（2）橋本
3）
は 、杉田成卿 著と推定 され て い る

「遠 西秤量 尺度考」（天保年 間）に つ い て論 じ、そ

の 後半の 楳里訳 尺 度表 に 「1 エ ル は 3 尺 2 寸 92」

とある こ とに注 目 しつ っ も 「こ の 数値が どこ か

ら引用 された もの か もわか らな い 」 と指摘 し て

い る ，

3 ．青山幸哉略伝
D ，3）・6）

　青山幸哉 （ゆ き しげ
1）

、 ゆ きちか
3））は 、美濃

国八幡城主 ・五 代 ・青山幸礼 （ゆきの り）の 養子

とな っ て第六 代を継 い だが、もと、本家 ・丹 波

篠山藩主 ・青 山因幡守 ・忠裕 の 子、忠 良（た だ よ

し）の 弟 と して 1815（文化 12）年に江戸で 生 まれ

た 。 幼名は隼人 （はや と）。 篠 山 に 在住 し た時期

か ら蘭学に 志 し、医師 ・足 立 栄建 （号は檪山〉に

師事 したが 、檪 山は 、高名 の 蘭学者 ・宇 田川 榕

庵 の 弟であ る
3｝
。幸哉 が郡 上城に 移 り 、 幸礼 の

遺領四 万八 千石 を継 い だの は 1838（天保 9）年 で 、

寺社奉行、大膳亮を歴 任 し幕勢に も関与 したが、

蘭学 を続 け、書画 も よ くし た。1863（文久 3）年、

江 戸 に没 し た。

4 ．「西 洋度量衡 Jの 内容要 旨

　郡上 蔵版 「西洋 度量衡」は、1855（安政 2）年 に

木版本 の 形で 刊行 され た。25cm × 16cm、20 丁 の

和 装本で あ る。

　序 （漢文）は 、 篠 山藩の 蘭学者 （原文 で は西洋医

学生）足 立栄建 （号は檪山 、前述）の 謹撰 、安政 2

年正 月 と誌 され て い る。 「郡上侯 の 著「西 洋度量

衡」を拝読 した が、各国の 度量衡 の 異同や古今 の

沿革が分類詳 述 され、そ の 明瞭 さは 火 を観 る よ

うで あ る 《中略》 。 侯は も と我 が藩 にお られ、

小 生は 医術 を以て お仕 えし、時 にオ ラ ン ダ文な

どお 見せ して い た。い ま十余 年 を経 て 政務 の 余
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暇に こ の 著を仕上げ られ云 々 」 とある。

　 例言 は 、1798年 フ ラ ン ス ・ス ペ イン ・オ ラン

ダ ・
イ タ リア ・デ ン マ

ー
ク ほか の 各国 の 学者 が

会 して新制 の度量衡 を発議 し、1799年そ の 制定

をみ た
’

こ とを説き、ひ い て は、度量衡 の 記述 は

1800 年の 前 を 旧制、後を新制 と区別する べ きだ

か ら、我が 国 の 従来の 旧制文献の 補 い とす るた

め、近年 の 諸書 に散見す る新制 の 事項を増補 し、

更に私 見も加 えて刊 行す る、と方針を述 べ て い

る 、

　 ＊ 解題 者の 注 ： メ
ー

トル 法 の 歴 史 に い う確定

　　 原器 が作 られ た時期 を指す 。 会合に参加 し

　　 た国 に は 、例言 の 5 国 の ほ か ス イ ス も含ま

　　れて い た が、それ以 外は、当時イ タ リア 諸

　　地方に併立 して い た群 小 国ばか りで あ っ た。

　本文の 具 体的な項 目と し て は 、　（度 ）すなわ

ち長 さと面積、　（量）すな わ ち質量 と体積の ほ

か 、 （数）すなわ ち個数 ・ダー
ス ・比 な どと （貨）

すな わ ち貨幣名 を収録 して 、原綴 の ア ル フ ァ
ベ

ッ ト順に 配 列 し、振 り仮名付 きで 見出 しと し、

欄外 に記号 を示 し て 分類に 資 し て い る。原綴の

大半 はオ ラ ン ダ語 （Aam、　anker 、　bunde1、　bunder

等）で あ るが、ラテ ン語 （Acetabulum、　drachma、
libra）、英 語 （gallon ）も見 られ る。 「トイ セ

（toise ）」は
、

フ ラ ン ス 単語 の オ ラ ン ダ読み と解

され る。「メ トレ ス （metres ）」の 見出 しに対 して

「新度 量名 未   と して い る の は、時代 の 反映 と

い う外 は ない 。

　記号 の 扱い 、青山の 見解、先行 業績 との 関係

な どは 、原典 に つ い て 研究 され た い 。

5 ．「西 洋度量衡」の意義

　矢島
6）
は、本邦にお ける初期の 物理学的研 究

の 成 立 と発展 を叙述 す るに あた り、志筑忠雄 の

数理 的な力学研究や 問重富 の 測器 改良 と共 に馬

場佐 十 郎の 科学的訳業 を重視 し て そ の 作 品 「度

量考」を取 り上げ 、 それ と併せ て 青山 「西洋度量

考 」を紹介 し た 。青山作品 の 背景 に志 筑 を想 定 し

て い る点 は他 の 論者 と共 通 し て い る 。 た だ し矢

島は 、こ の 文献 の 社会的な意 義そ の 他に は 余 り

触れ て い な い
。

　 天 野
S）
は 、馬場 「西洋度量考」、 山路 ・杉 田 「遠

西度秤量考」と並 べ て 青山 「西 洋度量考」を挙げ 、
これ らを

一
括 して

　 西 洋 の 度量衡 に 関す る研 究書 （と い うよ りは

　 む し ろ換算表の 類）

と評 し、加 えて、こ れ らの ほ か

　各種の 砲術書に は多 くの 詳細な換算表が載せ

　 られ て い た 。 　　　
・

　　 し か し こ の 場合換算 の 基 礎 に な る本 邦 の 尺

　度そ の も の が きわ めて 不正 確 なの で、こ の 点

　多くの もの に不都合を感 じさせ て い た 、

と 、 適切な状況判断 を述 べ た。

　後の 橋本 3）
は、青山が 「度量考」すなわ ち

一
般

に志 筑稿 ・馬場補注の 本 と推定 され て い る文献

を利用 したに もか か わらずそれを 「著者不明 （長

崎訳官 と推定 され る）」 とい う形で扱 っ た点 は、

理解 で きない と評 した。橋 本は 更に、青山が 語

彙を増補する際に宇 田川榕庵稿 「西 洋度量 考」か

ら の 引き写 しを し た の に そ の こ とを 自著に明記

しな か っ た点、また 、資料名 をそ の ま ま借用 し

て い る点 は、不 思議 で ある と し て い る 。 た だ し

榕庵本の 語彙配 置が無規則 だ っ た の に対 し青山

が ア ル フ ァ ベ ッ ト順 を採用 した 点は、新 し い試

み で あ る と評価 し、「こ の 本が刊本 とな っ た こ と

は、多 くの 人 に役立 っ たで あ ろ う」と総括 し た。

6 ．ま とめ

　 こ れ ま で 見 て き た よ うに、フ ラ ン ス を 中心 と

して メ
ー

トル 系度量衡が 創出 された 18 世紀末

い ご 、 その 知識が オ ラ ン ダか ら 日本 に伝え られ

て各 種の 日本語 文献 を産み 出 した の で ある が、
19 世紀半ば過 ぎの 青山 「西洋度量考 」は、そ の う

ち最も広 く流布 し歓迎 され た もの と呼 べ る反 面、

項 目選定 にせ よ来歴補筆 にせ よ不徹底 な面が あ

っ た こ とは否定 で きない 。

　今後、それ ら の 点 を分析的に研究 し、とくに

志筑 、馬 場 、宇 田川 らの 先行 業績 へ の 依存の 様

相、また 遡 っ て 、い わ ゆる長 崎系 と江戸 系 の 二

つ の ル ー
トを経て オ ラ ン ダ お よび フ ラ ン ス の 初
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期 メ ー トル 度量衡 に通 じ て ゆ く経路な どを明 ら

か にする こ とが で きれ ば、計量 史学上 の 重要 な

新知見が集積 され るもの と思 われ る。ま た、更

に視点を拡張すれ ば 、 郡上藩主 ・青山が 、藩内

外 の 多事 の 時期、財政窮乏の さ中で、おそ ら く

本家の 笹 山藩 の 助力を得 つ っ こ の 作品 を世に 送

っ た その 事情
1）もまた、今後の 研究 に値す る と

言 えよ う。
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